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IHC 715 717 646 734 958 1054 997

ER&PR 122 159 165 218 251 292 298

Her2 121 151 160 216 247 285 293

Mono.Ab 153 118 146 127 135 105 134

FISH 9 14 29 20 25 24

EGFR 41
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■これまで診療報酬がついていなかった「術中迅速細胞診」が新設されました。
（0点→450点）

■免疫染色（免疫抗体法）は、すべての診療報酬がアップしました。
（350点→400点）
さらに、悪性リンパ種、悪性中皮腫、消化管間質腫瘍（GIST）、慢性腎炎、内分泌腫瘍または軟
部腫瘍が疑われる患者に対して確定診断のために4種類以上の抗体を用いた免疫染色を施行して標
本作製を実施した場合や腎生検における蛍光抗体法（7種類の抗体を用いて実施）に、診療報酬が

加算されるようになります。（400点+1600点=2000点）
また、HER2に加えEGFRについても特別な診療報酬が追加記載されました。（690点）

■病理診断料（410点→組織診断料500点／細胞診断料240点）・病理判断料
（146点→150点）もそれぞれ診療報酬がアップされました。

EGFR陽性 大腸癌

腫瘍細胞がEGFRタンパクを発現していれば、免疫染色では腫瘍細胞の膜
に一致して、連続性あるいは不連続性の茶褐色の反応性が認められます。

EGFR の過剰発現はシグナル伝達系を混乱させ、細胞の腫瘍化・悪性化を
惹起するだけでなく、様々な悪性腫瘍で過剰発現が確認されます。

EGFR免疫染色結果は，大腸癌に対する分子標的治療（セツキシマブ ）選
択の方針決定に用いられます。

迅速検体と依頼用紙

検体処理
塗抹または集細胞法

染色
迅速papanicolaou染色

迅速ギムザ染色

鏡検
細胞検査士および専門医による鏡検

インターホンで
手術室に報告

腎生検 蛍光抗体法
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■はじめまして。4月1日付で統合病理講座に着任しました坂谷貴司と申します。生まれは兵庨県、平成
8年鳥取大学卒業です。臨床、研究、診断とそれぞれ一定期間集中的にやってきました。4年前、東京大
学病理学教室に於いてアカデミックポジションに就き、同附属病院病理部を経て、このたび自治医大に
参りました。大学教員ですので研究はもちろん行いますが、診断も好きなのでカンファレンスなどを通
じて臨床の先生方とコミュニケーションをとっていくことができればと思っております。病理を選んだ
理由のひとつは、顕微鏡を通して見える世界がとても美しく見えたからです。大学時代はサッカー部の
キャプテンをしておりましたので、体育会系的な部分があるかもしれませんが、気軽にお声掛けくださ
い。宜しくお願いいたします。

新任教員紹介： 坂谷貴司 学内准教授

診療報酬の改定によって変更された病理診断関連項目を紹介します。

平成22年度 診療報酬改定情報 病理検査編
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